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トチノキ開花観察会 ～モチモチの木に出会ってみませんか～ 

 

認定NPO法人 びわ湖トラスト 

 

実施日 ： 2017 年 6 月 3 日（土） 

後 援 ： 大津市教育委員会、巨木と水源の郷をまもる会 

協 賛 ： 平和堂財団 

参加者 ： 12組 31名・スタッフ１名・ガイド4名・びわ湖放送１名 

 

年２回の実施が定着してきたトチノキ観察会。トラストで

チャーターしたバスは朝の８時にJR大津駅を出て、おごと

温泉駅で集合の参加者も乗せ、朽木へ向かった。 

この行事は他よりもリピーターが多い。以前秋に作ったバ

ターナイフを愛用しているとおっしゃって下さった参加者

も来ておられた。 

今回見学するのは保谷のトチノキ。トラストでは初めての

コースだ。林道入り口で車から降り、軽トラなら入れるほど

の幅の広い道が続く。登山ではなく、山歩きといったコース

で、歩きやすい。しかし、週の半ばに降った雨の影響でぬか

るみが多い為、参加者は長靴に履き替えてから出発した。 

青木先生は途中で発見したもののそばでそれぞれの説明

を始める。その話は子供にも興味深く、その話を聞くために

先生のそばを離れないように歩く子が多かった。 

先生の話は植物や虫、そして動物など多彩だ。この時期は

まだ女王バチが自分だけで子供を育てて増やしているため、

今の時期はそんなに気にするほど巣が大きくないとか、この

木だけなぜ他の木よりも太いのに伐採されずに残っている

のかなど、大人も知らない話が盛り沢山だった。 

先生の話と同じくらい、下手をするとそれ以上に子供の中

で人気なのが右の写真にあるように、アカハライモリを動け

なくすることだ。青木先生の手にかかると、まるで魔法にか

かったかのように仰向けのまましばらくじっと眠ったよう

に動かなくなる。以前はトンボも同じようにじっとしてい

た。毎回必ずと言っていいほど、昆虫や両生類などに触れる

のが苦手な子がいるのだが、今回は皆大丈夫な様子で、積極

的に自分で水たまりからイモリを捕まえ、この催眠術をやっ

てもらおうと先生にお願いしている子もいた。 

さらに途中でみつけた『イタドリ』を使って笛を作ってく

ださった。子供達は皆先生のように上手に吹くことにしばら
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く夢中になって吹きながら先生について歩く。笛を短くする

と音が高くなるので、先生に「もっと短く切ってください。」

とお願いしている子もいた。 

他にも花の蜜の吸い方も教わった。子供の頃、そう言えば

そんなことをしたな・・・という大人が忘れていたことも話

してくださり、ちょっと近所の自然に触れていた子供の頃の

懐かしい感覚がよみがえった。  
そうこうしている内に、目

的のトチノキに到着。その迫

力はかなりのもので、遠く離

れて撮っても上や横がフレ

ームアウトしてしまう大き

さだ。 

幹は太く、周りを子供10人以上が手をつなぐほどのスペース。測量用のポールで高さを測る

が、見える太い幹の高さにすら及んでいない。以前の計測でこの木の高さは約27、28メートル

ほどだったそうだ。幹の太さも調べた。そのサイズは、5ｍ57ｃｍ。子供の予想よりも少々細

かったようだ。 

残念ながら、この木はの花は終わったようだったが、先生

が他の木の花を採取し、事前に用意されていた。ので身近に

見ることが出来た。 

この多くの花のどれくらいの数が実になるのか、なぜ全部

の花が実にならないのか、実の沢山出来る年とそうでない年

がある、など沢山の話を聞いた。 
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その後は河原に引き返し昼食を取る。子供たちは食後、水

遊びに夢中になり、うっかり長靴、あるいはスニーカーのま

まで、川に入り、履物と一緒に足を濡らす子が多かった。 

皆のご飯が終わった頃、ガイドの方のご厚意で、トチの実

入りのお餅を焼き、朴葉（ほうば）など、途中でガイドの方

が摘んでくださった葉をお皿にして、あんこ・沖縄産黒砂

糖・手作りの大豆餡の３種類のトッピングを選び、時には全

部載せにして味わった。 

トチのお餅と手作りの大豆餡は珍しかったようで、人気も

あり、おかわりする子や大人で盛況だった。 

今回はまだ食べる。さらにこの後は、はちみつの食べ比べ。

３種類の容器からそれぞれラベルは隠したままで、スプーン

に注いでいただく。 

その３種類とは・・・百花蜜、クローバー蜜、そしてトチ

ノキ。隠したまま、皆の好みを聞いたが、意外とどの種類に

も同じくらいの人数が集まる。僅差でトチノキの蜜が一番人

気であった。 

これだけ食べてもデザートは別腹なのか、「おいしい」と

はちみつを何度もスプーンに注いでもらっておかわりして

いる子供がいた。 

その後は荷物を片付け、林道入り口まで戻り、さらに朽木

西小学校の校庭へ。そこでは地元の方がゲートボールを楽し

んでおられたのだが、その周りに１本、トチノキが生えてお

り、きれいな花が咲いていた。 

この小学校では、校庭の木から実を収穫し、トチ餅を作っ

ているそうだ。ここでの説明が終わった後、車で山帰来に戻

り、参加者はアンケートを記入してお土産などを物色し、帰

途についた。余談だが、今回山帰来ではトチノキのはちみつ

がいつもより売れたらしい。 

 

アンケートでの感想はほとんどの方が満足、とおっしゃて

くださった。初の試みのはちみつの食べ比べやお餅、そして

イタドリの笛も好印象だったようだ。 

 

毎回色々なプログラムを考えてくださるガイドの方々、そ

して今回も援助くださった平和堂財団に感謝したい。 

（文責 トラスト事務局） 

 

 

 

 

※びわ湖放送では『7 月１日 びわ湖の日』の特別番組（５時間番組）が放送されます。そこで今

回の様子の一部を、トラストの活動として紹介してくださるそうです。 


